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「
新
・
三
本
の
矢
」
と
は
、
安

倍
首
相
が
打
ち
出
し
た
旧
・
三

本
の
矢
に
続
く
新
た
な
経
済
政
策
の
総

称
。「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
」

「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」「
安
心

に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
を
そ
れ
ぞ
れ

第
一
、
第
二
、
第
三
の
矢
と
し
て
、
５０

年
後
も
人
口
１
億
人
を
維
持
す
る
「
一

億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
。

具
体
的
に
は
、
年
内
に
子
育
て
支
援

や
介
護
支
援
を
柱
と
す
る
「
一
億
総
活

躍
プ
ラ
ン
」
の
緊
急
対
策
を
ま
と
め
、

来
春
ま
で
に
「
強
い
経
済
」
の
長
期
目

標
と
し
て
掲
げ
る
名
目
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
６
０
０
兆
円
に
向
け
た
総

合
対
策
を
取
り
ま
と
め
る
。
６
０
０
兆

円
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
現
状
、
２
０
１

４
年
度
の
４
９
１
兆
円
に
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

増
加
分
で
６０
兆
円
強
、
賃
金
・
物
価
上

昇
、
交
易
条
件
改
善
等
で
５０
兆
円
弱
を

積
み
上
げ
る
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

待
機
児
童
の
解
消
が
進
め
ば

就
労
機
会
の
創
出
に
効
果
も

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
２
０
１

３
年
時
点
で
１
・
４
３
の
希
望
出
生
率

を
１
・
８
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
、
待
機
児
童
の
ゼ
ロ
化
や
幼
児
教
育

の
無
償
化
の
拡
大
等
の
各
種
支
援
策
を

講
じ
る
。
政
府
の
試
算
に
よ
る
と
、
保

育
所
の
潜
在
需
要
は
２０
万
〜
１
０
０
万

人
に
上
る
と
さ
れ
、
今
後
、
保
育
所
等

の
新
増
設
の
加
速
に
よ
り
待
機
児
童
の

解
消
が
進
め
ば
、
新
た
な
就
労
機
会
が

生
み
出
さ
れ
、
ひ
い
て
は
出
生
率
の
改

善
を
促
す
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

マ
ク
ロ
面
で
は
家
計
の
所
得
改
善
が

個
人
消
費
の
押
上
げ
に
つ
な
が
る
ほ

か
、
働
き
手
の
確
保
が
日
本
経
済
の
潜

在
成
長
率
の
引
上
げ
に
寄
与
し
よ
う
。

一
方
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
介

護
離
職
ゼ
ロ
や
健
康
寿
命
延
伸
を
政
策

目
標
に
掲
げ
る
。
厚
生
労
働
省
の
調
査

に
よ
る
と
、
介
護
・
看
護
を
理
由
と
し

た
離
職
者
数
は
２
０
１
４
年
に
９
万
人

弱
に
上
り
、
０９
年
の
４
万
人
半
ば
か
ら

増
加
傾
向
に
あ
る
。
待
機
児
童
の
ケ
ー

ス
と
同
様
、
今
後
の
政
策
対
応
に
よ
る

経
済
的
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

政
府
は
２
０
１
２
年
６
月
、

当
時
の
民
主
党
野
田
政
権
の
も

と
、
５
％
の
消
費
税
率
を
２
０
１
４
年

４
月
に
８
％
、
２
０
１
５
年
１０
月
に
１０

％
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
を
決
め
た
。

そ
の
後
、
８
％
へ
の
引
上
げ
は
予
定

ど
お
り
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
１０
％
へ

の
引
上
げ
は
２
０
１
４
年
１１
月
、
現
在

の
安
倍
首
相
の
判
断
で
２
０
１
７
年
４

月
に
延
期
さ
れ
た
。
た
だ
、
消
費
増
税

法
の
付
則
か
ら
は
「
景
気
条
項
」
が
削

除
さ
れ
、
よ
ほ
ど
の
経
済
的
混
乱
が
な

い
限
り
、
再
び
先
送
り
は
で
き
な
い
形

と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
つ
い

て
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
年
々
増

大
す
る
社
会
保
障
費
の
安
定
財
源
確
保

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
実
施
へ

の
理
解
を
求
め
て
い
る
。

し
か
し
、
景
気
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
中
低
所

得
層
へ
の
配
慮
と
し
て
食
料
品
を
は
じ

め
と
す
る
生
活
必
需
品
へ
の
軽
減
税
率

の
導
入
を
検
討
。
個
人
消
費
の
落
ち
込

み
を
緩
和
す
る
方
策
を
練
る
。

前
回
の
２
０
１
４
年
４
月
の
８
％
へ

の
引
上
げ
時
に
は
、
直
前
の
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
も
あ
り
、
自
動
車
、
家

具
・
家
電
、
宝
飾
品
と
い
っ
た
高
価
格

帯
の
耐
久
消
費
財
に
加
え
、
食
料
品
や

衣
服
、
化
粧
品
と
い
っ
た
比
較
的
低
価

格
の
生
活
必
需
品
へ
の
支
出
も
急
減
。

２
０
１
４
年
４－

６
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
前
期
比
年
率
▲
７
・
６
％
と
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
２
０
０
９
年

１－

３
月
期
（
同
▲
１５
・
０
％
）
以
来

の
落
ち
込
み
を
記
録
し
た
。
さ
ら
に
、

翌
７－

９
月
期
も
同
▲
１
・
１
％
と
マ

イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た
。

今
回
は
税
率
の
引
上
げ
幅
こ
そ
前
回

に
比
べ
小
さ
い
も
の
の
、
引
上
げ
後
の

国
内
景
気
は
基
本
的
に
同
様
の
傾
向
を

た
ど
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

法
人
減
税
で
投
資
マ
イ
ン
ド
や

国
際
競
争
力
の
向
上
を
図
る

一
方
、
政
府
は
安
倍
首
相
が
新
た
に

打
ち
出
し
た
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円

の
実
現
に
向
け
、
来
春
ま
で
に
総
合
経

済
対
策
を
ま
と
め
る
。

足
元
で
は
２
０
１
６
年
度
税
制
改
正

で
焦
点
と
な
っ
て
い
る
現
行
３２
・
１
１

％
の
法
人
実
効
税
率
に
つ
い
て
、
当
初

の
想
定
よ
り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
目
標
の

２０
％
台
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
目
指

し
、
同
時
に
そ
の
見
返
り
と
し
て
企
業

に
積
極
的
な
設
備
投
資
や
賃
上
げ
を
促

し
て
い
く
方
針
と
み
ら
れ
る
。

法
人
税
の
減
税
は
企
業
の
国
際
競
争

力
向
上
や
投
資
マ
イ
ン
ド
の
改
善
を
促

す
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
に
よ
る
経
済
好
循
環
が
消
費
再
増
税

に
よ
る
影
響
を
ど
こ
ま
で
吸
収
で
き
る

か
が
注
視
さ
れ
る
。

こ
ん
な
ト
ー
ク
で
説
明
！

確
か
に
景
気
へ
の
影
響
の
懸
念
は

あ
り
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
で
膨
ら

む
社
会
保
障
費
の
安
定
財
源
と
し

て
、
景
気
に
左
右
さ
れ
や
す
い
法
人

税
や
所
得
税
で
は
な
く
、
消
費
税
を

上
げ
る
べ
き
と
す
る
財
務
省
の
説
明

は
一
理
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の

引
上
げ
で
は
、
個
人
消
費
の
落
ち
込

み
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
中
低
所
得

者
に
向
け
て
生
活
必
需
品
へ
の
軽
減

税
率
を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
も
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
は
と

も
か
く
、
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る

一
方
で
法
人
税
率
を
引
き
下
げ
る
と

い
う
選
択
も
、
企
業
を
起
点
に
持
続

的
な
経
済
成
長
を
促
す
観
点
か
ら
は

妥
当
な
政
策
判
断
と
い
え
ま
す
。

こ
ん
な
ト
ー
ク
で
説
明
！

「
新
・
三
本
の
矢
」
と
は
、
経
済
成

長
、
子
育
て
支
援
、
介
護
支
援
を
柱

と
し
た
新
た
な
経
済
政
策
の
総
称
で

す
。
経
済
面
で
は
２
０
２
０
年
台
前

半
ま
で
に
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円

の
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
０
１
４
年
度

が
４
９
０
兆
円
で
す
か
ら
、
目
標
達

成
に
は
年
率
３
％
の
名
目
成
長
が
必

要
で
す
。
安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら

の
成
長
率
は
２
０
１
３
年
度
に
１
・

８
％
、
２
０
１
４
年
度
に
１
・
６
％

で
す
か
ら
、
か
な
り
野
心
的
な
目
標

と
い
え
ま
す
。
達
成
で
き
れ
ば
す
ご

い
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
感
、
ま
た
は

高
い
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
で
成
長
へ

の
世
論
を
喚
起
す
る
と
い
う
意
図
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
１
７
年
春
に
消
費
税
が

１０
％
に
増
税
さ
れ
る
と

景
気
が
悪
く
な
る
の
で
は
？

Q2

「
新
・
三
本
の
矢
」っ
て
何
？

景
気
に
は
ど
ん
な

影
響
が
あ
る
の
？

Q1

日
本

マーケットに関する
質問にはこう答えよう

最近、お客様から聞かれがちな経済情勢、投
資環境に関する質問への答え方を解説する。
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